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裁 判 員 役 を 経 験 し て

法曹三者は，「裁判員の皆さんに分かりやすい裁判」の実現を目指し，一般の方に裁判員役として
入っていただいた模擬裁判を繰り返し各地で行っています。今回は，昨年，東京で行われた模擬
裁判に裁判員役として参加された中村良平さん（俳優）と裁判長役を務めた安井久治判事（現裁
判所職員総合研修所長）に，当時の模擬裁判のことなどを思い出しながら対談をしていただきま
した。

中 村 良 平
俳　優

安 井 久 治
裁判所職員総合研修所長

安井　中村さん，お久しぶりです。本日は
お忙しい中，お越しいただきましてあり
がとうございます。
中村　こちらこそ。貴重な機会を下さりあ
りがとうございます。
安井　昨年行われました模擬裁判には，裁
判員役としていろいろな方にご協力いた
だいたわけですが，中村さんにもいろい
ろなご意見を述べていただき，大変参考
になりました。ところで，中村さんの
場合，模擬裁判にご参加いただくことに
なったきっかけはどのようなことだった
のでしょうか。

中村　私は俳優業という裁判に関係のない
仕事をしているのですが，たまたま法務
省で働いている高校の同級生から誘われ
て，自分も興味があったものですから参
加させていただきました。

安井　まずは模擬裁判に参加してみて，ど
のような印象をお持ちになったかお聞か
せください。
中村　実際に裁判所に入って壇の上に座っ
てみて，緊張しました。裁判という世界
はなじみもなく縁遠いですし，こんな場

初めての裁判所
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所にいていいのという印象を受けました。
安井　中村さんは俳優をなさっているから，
舞台の上でみんなから見られることには
慣れておられたのではありませんか。
中村　舞台の場合には予め台詞も決まって
いますし，自分の役回りもわかっていま
す。ところが，模擬裁判では，台詞はあ
りませんし，最初のうちは他の皆さんが
どういう方かも分からない。しかも法廷
に出るのも初めての経験ということで，
とても緊張しました。
　　模擬裁判の休憩時間中に他の本当の事
件の法廷も傍聴に行きましたけれども，
もしこの模擬裁判が本番の裁判だったら
なお一層緊張しただろうと思います。

ものを見ることができたと思っています。
安井　その『違う目線でものを見る』とい
うことは，裁判員の皆さん以上に，裁判
官にとっても本当に大事なことだと思い
ますね。

刑事裁判に対するイメージの変化
安井　模擬裁判に参加してみて，裁判や裁
判員制度について，イメージに何か変化
はありましたか。
中村　これまで裁判というのは他人事にす
ぎませんでした。自分には，父であり，
もうすぐ40になる男という立場がありま
す。普段は，何か考えたりするにも，そ
ういった立場でものを考え，発言してい
ます。しかし，裁判員として裁判に参加
すると，自分の職業や立場から離れて，
純粋に事件のことだけを深く突き詰めて
考えて結論を出さなくてはいけません。
自分を突き詰める場所，個人で考えなけ
ればならない場所をもらったという感じ
がしました。こういうことは社会に生き
る人間としてとても重要なことだと思う
のですが，なかなか普段は考えることも
ありませんし，その意味で裁判員として
裁判に参加することは，貴重な機会だと
思います。
　　それから，それぞれの裁判員によって
事件の当事者に対する感情移入の仕方が
違うなということに気付きました。なる
ほどそういう視点もあるなと納得したこ
ともありますし，そうした違う目線でも

安井　裁判員の方は，他の裁判員や裁判官
と事件について一緒に話し合うわけです
が，実際に話し合いに参加して，自分の
考えを言うことに抵抗はありましたか。
中村　そもそも初めて会った人と話をする
ことは大変ですし，最初『こんなことを
言っていいの』という遠慮やちゅうちょ
がありました。しかし，はじめに裁判長
が私達に法廷の感想を聞いてくれたこと
はありがたかったです。第一声を発する
ことでずいぶん気が楽になりました。こ
れがいきなり，『争点についてどう思いま
すか』といった意見を求められても，意
見を言うことはできなかったと思います。
最初のうちは誰でも話すことができる事
柄について聞いてくれると助かります。
安井　裁判員が自由に意見を言えるように

評議について
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するために，裁判官としてはどのような
点に気を付けるべきでしょうか。
中村　まずは裁判官に聞き役になってもら
い，自由に発言をできるような雰囲気を
つくっていただけると良いと思いました。
そうした雰囲気ができてくると，争点を
どのように考えるべきかということにつ
いても，遠慮なく自由に意見を言えばよ
いと分かってきますので，議論がどんど
ん進むと思いました。
安井　今回は，合間合間に休憩を入れて，
裁判員と裁判官で感想や意見交換をする
時間を設けたのですが，この点はいかが
でしたでしょうか。
中村　休憩中に裁判員と談笑することで，
随分と緊張がほぐれました。もし全部の
手続が終わってからはじめて評議をする
ということをしたとすると，中身を理解
することは難しかったと思います。ポイ
ント，ポイントで休憩を設けることはと
ても意義があると思います。
安井　今回の模擬裁判で扱った事件は包丁
で腹部を突き刺したという殺人未遂事件
でしたが，実際に評議に参加されてみて，
『裁く』あるいは『判断する』ことが難し
いという実感はありましたか。
中村　『殺意』の意味について皆違う考えを
持っていたので共通認識を持つのに時間
がかかりましたね。しかし，それさえ共
通認識が持てれば，あとは普通に考えて
いくことができて，特別なことをするわ
けではないということが分かりました。

安井　『量刑』の評議についてはいかがです
か。
中村　この『量刑』が私にとって最初ちん
ぷんかんぷんでした。私たちにはそもそ
も被告人が１年間刑務所に行くというこ
とがどれだけ苦しいことなのか，それが
長いのか短いのかわからないのです。で
すから，評議の場では，何も資料がなけ
れば，検察官の求刑を基準にして，検察
官の言い分が全部認められれば求刑どお
り，一部が認められなければ認められな
い部分に応じて刑を軽くしていく，とい
うように考えていくしか方法がないので
はという意見も言ったことがあります。
その意味で，過去の裁判の例を教えてい
ただいたのはありがたかったです。

安井　法廷でのやりとりについてはどのよ
うな感想をお持ちですか。
中村　冒頭陳述＊１は，きちんと理解できた
という方もいましたが，私には情報量が
多すぎて分かりやすいとはいえませんで
した。対照的に，論告＊２は，物語性があ
り訴えかけるものがあってとても分かり
やすかったのです。全体的な印象として
は，まだ法律家が身内で裁判をしている
というような雰囲気があるように思いま
した。例えば，証人尋問のとき，淡々と
質問するのでなく，裁判員にはここを聞
いて欲しいんだというところが分かるよ
うに質問していただいたりするともっと

審理について
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分かりやすくなると思います。裁判官で
あれば理解できるのかも知れませんが，
裁判員にはもっとメリハリをつけたほう
がいいと思いました。それから，証人尋
問の順番なんかも裁判員に分かりやすい
ようにもっと工夫していただいたら良い
と思います。

中村　私の場合には，模擬裁判での体験や，
生の法廷を傍聴したことで，裁判員制度
が意義深いものであることが分かったの
ですが，裁判員制度の意義についてどの
ように広報をしているのですか。
安井　裁判員裁判の評議を描いた映画『評
議』を作成して各地で貸出や上映会を行っ
ています。また，各地で裁判員制度説明会，
模擬裁判や全国フォーラムも行ったりし
ています。
中村　裁判の傍聴は自由にできるとは聞い
ているのですが，機会がないとなかなか
足を運ぶことはないと思います。むしろ
裁判所の方で傍聴説明会を開いていただ

裁判員の意義を伝えること

ければと思うのですがいかがですか。
安井　今も各地の裁判所で行っていますが，
もっともっと宣伝する必要がありますね。
裁判員制度というのは，最初から満点の
運用ができるとは思っていません。長い
目で見て，改善や工夫を重ねながら次第
に国民の皆さんの間に受け入れられ，定
着していくのだと思います。ですから，
我々もねばり強く，１人でも多く，中村
さんのような制度の理解者を増やしてい
かなければならないと思っています。実
際の事件でも裁判員をお引き受けいただ
けますか。
中村　もちろんお引き受けします。
安井　本日は本当にありがとうございまし
た。

＊１　冒頭陳述とは，証拠調べに先立ち，これから証

拠によって証明しようとする事実関係を主張する

手続をいいます。裁判員裁判においては，検察官・

弁護人の双方が行います。

＊２　論告とは，検察官が証拠調べの結果に基づいて

まとめた主張を行う手続をいいます。論告と同時に

被告人に対してどのような刑にするのが適当かと

いう意見を述べる求刑が行われます。

広報用映画「評議」

【なかむら・りょうへい】
長崎県出身。
時代劇から子ども向け番
組まで多様なジャンルを
こなす実力派俳優。映画，
舞台等多方面でも活躍
中。

映画「評議」について
　最高裁は，裁判員の役割を目で見て体
感していただこうという趣旨から，この
映画を制作しました。ある殺人未遂事件
に参加した裁判員が，それぞれの経験や
考え方に基づいて，裁判官と一緒に結論
を出していくまでのプロセスをドラマと
して描いたものです。
　出演は，中村俊介氏，榎木孝明氏，小
林稔侍氏，藤田弓子氏らです。
　各地の裁判所において貸出を行ってい
ます（なお，公立図書館でも取り扱って
いるところがあります。）。
　裁判員制度に関する情報は，裁判員制
度ウェブサイトでご覧いただくことがで
きます。
（http://www.saibanin.courts.go.jp）
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